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＜１日目＞  

2008 年 5 月 24 日（土） けやき会館大ホール 
 
13:20-13:30 開会の辞、挨拶  Opening Speech 
 
◆ 公開シンポジウム「パレスチナ問題と日本社会」 

（日本中東学会・千葉大学大学院人文社会科学研究科共催） 
基調報告 
13:30-14:15 広河隆一（フォトジャーナリスト、DAYS JAPAN 編集長） 

「パレスチナのＮＡＫＢＡから 60 年」 
14:15-15:00 板垣雄三（東京大学名誉教授） 

「日本問題としてのパレスチナ問題―日本における中東研究の未来」 
15:15-16:45 リレー討論 

発言者（予定）：臼杵陽、藤田進、奈良本英佑、立山良司、平山健太郎、田中好子、 
岡真理、田浪亜央江 

16:45-17:15 討論 
 

Saturday, May 24, Main Hall, Keyaki Kaikan 
Open Symposium (in Japanese)  

(Organized by JAMES and Chiba Univ Graduate School of Social Sciences and Humanities) 
The Question of Palestine and Japanese Society 

HIROKAWA Ryuichi (Photojournalist, Editor in Chief of DAYS JAPAN) 13:30-14:15 
“Sixty Years Since the NAKBA in Palestine” 

ITAGAKI Yuzo (Prof. Emeritus, Univ of Tokyo) 14:15-15:00 
“The Palestine Question as a Japanese Question: The Future of the Middle East Studies in Japan” 

Relay Talk: 15:15-16:45 
Speakers: USUKI Akira, FUJITA Susumu, NARAMOTO Eisuke, TATEYAMA Ryoji, 

HIRAYAMA Kentaro, TANAKA Yoshiko, OKA Mari, TANAMI Aoe 
Open Discussion 16:45-17:15 

 
 
17:30-18:20 日本中東学会総会（会員のみ）JAMES General Meeting (JAMES members only) 
18:30-20:00 懇親会 Reception （生協カフェテリア COOP Cafeteria）
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宮川佳子（日本アラビア語検定協会） ＜2日目＞ 
「実用アラビア語検定試験とアラビア語の

オンラインレッスンについての現状と今後

の展望」 

 2008 年 5 月 25 日（日） D 号館 

◆研究発表 

【午前の部】  
9:30~12:20(25) １０４部会（Ｄ３１） 

 9:30-10:10 堀拔功二（京都大学大学院） 
１０１部会（Ｄ２２） 「アラブ首長国連邦における開発戦略と人

口バランス問題：ザーイド時代（1971-2004）
の検証」 

9:30-10:10 高岩伸任（一橋大学大学院） 
「エジプトのワクフ改革―運営問題を中心

に」 10:10-10:50 石黒大岳（神戸大学大学院） 
10:10-10:50 平野淳一（京都大学大学院） 「クウェートにおける選挙制度改革と政治

変動」 「アフガーニー再考―生涯の再構築と思想

的位置づけをめぐって」 11:00-11:40 黒田安昌（Univ of Hawaii） 
11:00-11:40 高尾賢一郎（同志社大学大学院） “Civic Aspiration and Activity in Greater Cairo 

Area” 「現代スーフィズムに見るサラフィズムと

の相克―「サラフィー・スーフィー」理解か

ら」 
11:40-12:20 Housam Darwisheh（東京外国語大

学大学院） 
11:40-12:20 飯山陽（上智大学非常勤講師） “The Muslim Brotherhood: Mubarak’s Relation- 

ship and the Crisis of the Opposition in Egypt” 「近現代イスラーム思想におけるマスラハ」 
  
１０２部会（Ｄ２３） １０５部会（Ｄ３２） 
9:30-10:10 小島宏（早稲田大学） 11:00-11:40 岡野内正（法政大学） 

「在日ムスリムにおける宗教実践の規定要

因」 
「「帝国」時代の中東からの平和構築の展望—

―民族（ネイション）を超える「新しい部族」

の可能性」 10:10-10:50 山岸智子（明治大学） 
「バハレーンのアーシューラー」 11:40-12:20 鶴見太郎（東京大学大学院） 

11:00-11:40 朝田郁（京都大学大学院） 「シオニストはパレスチナに何を持ち込ん

だか―シオニズムにおけるパレスチナ認識

の背景としてのシオニズムの背景を再考す

る」 

「現代ザンジバルにおけるアラウィー教団

の展開」 
11:40-12:20 藤井千晶（京都大学大学院） 

 「東アフリカ沿岸部における預言者医学の

実践」 １０６部会（Ｄ３３） 
 10:10-10:50 小笠原弘幸（日本学術振興会） 
１０３部会（Ｄ２４） 「オスマン朝におけるモンゴル観―15・16

世紀を中心に」 9:30-10:10 鷲見朗子（京都ノートルダム女子大

学）・鷲見克典（名古屋工業大学） 11:00-11:40 村山さえ子（お茶の水女子大学大学院） 
「アラビア語学習・教育における興味と動機

づけ―アラブ文化要素の意義」 
「バグダードにおけるマドラサの発展と変

遷：ニザーミーヤ学院からムスタンスィリー

ヤ学院まで」  
10:10-12:25 【企画セッション 1】 11:40-12:20 阿久津正幸（アジア・アフリカ語学

院非常勤講師） 「日本におけるアラビア語教育法研究— 
Learners Oriented Teaching による教習と学修」

企画者：岡本久美子（大阪大学） 
「ニザーミーヤ学院時代（5/11 世紀）の宗教

諸学とイスナード概念―高等教育機関、学問

的伝統と権威、およびその政治的・社会的含

意をめぐって」 
 
岡本久美子 

 「アメリカの大学におけるアラビア語の授

業について」 １０７部会（Ｄ３４） 
榮谷温子（東京外国語大学非常勤講師） 9:30-10:10 大河原知樹（東北大学） 

「日本語によるアラビア語入門書の文化面

についての分析」 
「フランス委任統治期シリアにおける結婚

登録制度と結婚性向：序説」 
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10:10-10:50 嶺崎寛子（お茶の水女子大学大学院） 13:20-14:00 溝渕正季（上智大学大学院） 
「イスラーム言説の役割―女性説教師の活

動を通じて」 
「レバノン・ヒズブッラーの革命イデオロギ

ーとフレーミング・プロセスの変遷－闘争の

ダイナミズムと戦略的ジレンマ」 11:00-11:40 後藤絵美（日本学術振興会） 
14:00-14:40 山尾大（京都大学大学院） 「イスラームの知と実践のあいだ―ヒジャ

ーブ着用に関するザイナブ・アル＝ガザーリ

ーの語りから見えるもの」 
「1980 年代のイラク・イスラーム革命思想の

変容をめぐって：亡命期イスラーム政党をめ

ぐる考察」 11:40-12:20 鳥山純子（お茶の水女子大学大学院） 
14:40-15:20 黒田賢治（京都大学大学院） 「美しくなる理由―現代カイロの若年女性

教師に見る化粧行為」 「ポスト・ホメイニー期におけるハウザ制度

と法学権威：コムにおける現地調査を中心

に」 
 
 

【午後の部Ⅰ】  
13:20~15:20(25) ２０５部会（Ｄ３２） 

 13:20-14:00 錦田愛子（東京外国語大学アジア・

アフリカ言語文化研究所） ２０１部会（Ｄ２２） 
14:00-14:40 加藤博・岩崎えり奈（一橋大学） 「レバノンのパレスチナ難民に関する法的

地位の動向」 「あるエジプト・オアシス村の生成」 
14:00-14:40 細田和江（中央大学大学院） 14:40-15:20 関佳奈子（上智大学大学院） 

「19 世紀末〜20 世紀初頭のメリーリャにお

ける異教徒の混住―1887 年と 1904 年の住民

基本台帳を素材として」 

「パレスチナ・アラブによるヘブライ語の文

学：アントン・シャマスの 『アラベスク』

を中心に」 
 14:40-15:20 飛奈裕美（京都大学大学院） 
２０２部会（Ｄ２３）  「エルサレムにおけるイスラエル占領政策

とパレスチナ人の戦略――住居建設の事例

から」 
13:20-15:25 
【JAMES-KAMES 特設セッション I】 

  
２０６部会（Ｄ３３） Hee-Soo LEE (Hanyang U)  

 “The Current State and Future Agenda of 
Middle Eastern Studies in Korea” 

13:20-14:00 伊藤寛了（東京外国語大学大学院） 
「トルコ共和国初期における宗教保守層の

出現」 ※詳細は別途ご案内します。 
 14:00-14:40 宇野陽子（津田塾大学国際関係研究

所） ２０３部会（Ｄ２４） 
13:20-15:25 【企画セッション II】 「トルコ大国民議会第一議会における野党

と外交―ローザンヌ条約論争を中心に」 「中東政治体制研究における一般理論と事例

研究の調和と相克」企画者：浜中新吾（山形大

学） 
14:40-15:20 山下王世（東京外国語大学） 

「コジャテペ・モスク建設の文化的背景―

「アヤソフィア論争」の影響」  
 浜中新吾  

２０７部会（Ｄ３４） 「政治体制の安定と変動に関する理論と事

例研究の邂逅―イスラエル・エジプト・トル

コ」 
13:20-14:00 大工原桂（国際金融情報センター） 

「オイルブームに沸く中東産油国経済の構

造変動」  福富満久（中東調査会） 
14:00-14:40 ブカーリ イサム（東京大学大学院

客員研究員） 
「選挙、民主化、民主主義の定着―中東・北

アフリカにおける実態と独裁の均衡」 
 今井真士（慶應義塾大学大学院） 「アラブ世界における優秀な人材の流出と

獲得：その現状と将来の展望」 「協定と権威主義体制の持続：比較歴史社会

科学アプローチの観点からエジプトとその

他中東地域の事例を用いて」 
14:40-15:20 和氣太司（(独) 国立女性教育会館） 

「湾岸諸国における高等教育の発展とグロ

ーバル化」  
【午後の部 II】 ２０４部会（Ｄ３１） 
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15:40~17:00(10)  
   

Sunday, May 25 ––D Building ３０２部会（Ｄ２３） 
(Papers will be presented in Japanese unless 

otherwise noted) 
15:40-17:10 
【JAMES-KAMES 特設セッション II】 

MORNING SESSION  9:30-12:20  ※詳細は別途ご案内します。 
  Session 101 (D22)  
TAKAIWA Nobutada (Hitotsubashi U) 

３０３部会（Ｄ２４）  Waqf Reform in the Early 20th Century Egypt: 
Study with the Focus on its Administration 15:40-16:20 北澤義之（京都産業大学） 

「第 15 期ヨルダン下院議員選挙の特徴につ

いて」 
HIRANO Junichi (Kyoto U) 

 Rethinking al-Afghani: Reconstruction of His 
Life and Reinterpretation of His Thought 16:20-17:00 青山弘之（東京外国語大学）・髙岡

豊（中東調査会） TAKAO Kenichiro (Doshisha U) 
 Today’s Sufism Concerning with Salafism: “I 
am Salafi-Sufi” 

「シリア・アラブ共和国での全国世論調査

（2007 年）：調査結果に見るシリア国民の政

治意識」 
Akari IIYAMA (Sophia U) 

Maslaha in Contemporary Islamic Thought 
  
３０４部会（Ｄ３１） Session 102 (D23) 
15:40-16:20 丸山大介（京都大学大学院） Hiroshi KOJIMA (Waseda U) 

「スンナ派神学のワリー論」  Determinants of Religious Beliefs and Practices 
of Muslim Migrants in Tokyo Metropolitan Area 16:20-17:00 茂木明石（上智大学大学院） 

YAMAGISHI Tomoko (Meiji U) 「イマーム・シャーフィイーのミフナ（試練）

―知識、血統と聖性」  Mourning Ceremonies of ‘Ashura in Bahrain 
ASADA Akira (Kyoto U)   The Activities of the Tariqa ‘Alawiyya in 

Contemporary Zanzibar ３０５部会（Ｄ３２） 
15:40-16:20 長谷部圭彦（東京大学大学院） FUJII Chiaki (Kyoto U) 

「近代オスマン帝国における諮問機関―国

家評議会教育局を例に」 
 Practices of Prophetic Medicine on the East 
African Coast 

 16:20-17:00 佐々木紳（東京大学大学院） 
Session 103 (D24) 「オスマン帝国と普仏戦争―情勢分析から

パン･イスラーム主義へ」 Akiko M. SUMI (Kyoto Notre Dame U), Katsunori 
SUMI (Nagoya Inst of Technology)  

 Interest and Motivation in Arabic Language 
Learning: The Role of Arabic Cultural Elements 

３０６部会（Ｄ３３） 
15:40-16:20 幸加木文（東京外国語大学大学院）  

「現代トルコにおける「イスラーム派」の世

俗主義思想―フェトゥッラー・ギュレンの位

置付け」 

(Pre-organized Panel 1) Study on Teaching Arabic 
Language in Japan: Teaching and Acquiring Arabic 
by “Learners Oriented Teaching” 
Organizer: OKAMOTO Kumiko (Osaka U) 16:20-17:00 若松大樹（上智大学大学院） 
 「アレヴィー集団の「スンニー化」―トルコ

共和国キュタフヤ県における事例を中心に」 OKAMOTO Kumiko (Osaka U) 
 Arabic Lessons in the Universities in the United 
States  

３０７部会（Ｄ３４） Haruko SAKAEDANI (Tokyo Univ. of Foreign 
Studies) 15:40-16:20 長岡慎介（京都大学大学院） 

「現代イスラーム金融における異時点間取

引をめぐる諸問題：その理論的含意と実践へ

のインパクト」 

 Analysis of the Cultural Aspect of Japanese 
Learners’ Textbooks to Learn Arabic 

MIYAKAWA Yoshiko (Japanese Organization for 
Arabic Language Examinations) 16:20-17:00 上山一（一橋大学大学院） 
 Proficiency Test in Arabic Language and Online 
Lesson: The Present Situation and Future 
Prospects 

「イスラム銀行・金融研究の動向―イスラム

銀行のリスク分析を中心に」 
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Session 104 (D31) 
HORINUKI Koji (Kyoto U) 

 The Development Strategy and the Question of 
the Demographic Imbalance in the United Arab 
Emirates during the Era of Shaikh Zayid bin 
Sultan Al Nahyan (1971-2004) 

ISHIGURO Hirotake (Kobe U) 
Electoral Reform and Political Change in Kuwait 
 

Yasumasa KURODA (U of Hawaii) 
 (IN ENGLISH) Civic Aspiration and 
Activity in Greater Cairo Area 

Housam DARWISHEH (Tokyo U of Foreign 
Studies) 
 (IN ENGLISH) The Muslim Brotherhood: 
Mubarak’s Relationship and the Crisis of the 
Opposition in Egypt 

 
Session 105 (D32) (11:00-12:20) 
Tadashi OKANOUCHI (Hosei U) 

 A Perspective of Peace-building from the 
Middle East in the Age of “Empire”: Can 
<Neo-Tribe> Transcend <Nation>? 

TSURUMI Taro (U of Tokyo) 
 What Did Zionists Bring Into Palestine? A 
Reexamination of the Background of Zionism as 
a Background of Its Perception of Palestine 

 
Session 106 (D33) (10:10-12:20) 
Hiroyuki OGASAWARA (Japan Society for the 

Promotion of Science) 
 The Image of Chingizid Dynasties in the 
Ottoman Empire 

MURAYAMA Saeko (Ochanomizu U) 
 Evolution and Transition of Madrasas in 
Baghdad: From al-Madrasa al-Nizamiya to 
al-Madrasa al-Mustansiriya 

AKUTSU Masayuki (Asia-Africa Linguistic 
Institute) 
 Religious Sciences and the Concept of isnad in 
the Era of Nizamiya College (5/11th Century): 
The Institution of Higher Learning, Academic 
Tradition and Authority, and Its Socio-political 
Implication 

 
Session 107 (D34) 
OKAWARA Tomoki（Tohoku U） 

 Marriage Registration System and Nuptiality 
Trends in Syria under the French Mandate: An 
Introduction  

MINESAKI Hiroko (Japan Society for the 
Promotion of Science) 
 The Role of Islamic Discourses: In the Case of 
Female Preachers in Cairo and Environs Farm 
Village 

Emi GOTO (Japan Society for the Promotion of 

Science) 
 Between Knowledge and Practice in Islam: An 
Analysis through the Narrative of Zaynab 
al-Ghazali on the Hijab 

Junko TORIYAMA (Ochanomizu U) 
 Controversial Act of Becoming Beautiful: 
Young Female Teachers’ Make-up Practices and 
Discourses in Contemporary Cairo 

 
 

AFTERNOON SESSION I 
13:20-15:20 

 
Session 201 (D22) (14:00-15:20) 
Hiroshi KATO; Erina IWASAKI (Hitotsubashi U) 

 Formation of an Oasis Village 
SEKI Kanako (Sophia U) 

 Coexistence of the Different Religious Groups 
in Melilla from the end of the 19th Century to the 
beginning of the 20th Century: Based on the 
Residential Registers in 1887 and 1904 

 
Session 202 (D23) (13:10-15:25) 
 
JAMES-KAMES SPECIAL SESSION I*  
(IN ENGLISH)  Moderator: SAKAI Keiko (Tokyo 

U. of Foreign Studies) 
 

Hee-Soo Lee (Hanyang U)  
 The Current State and Future Agenda of 
Middle Eastern Studies in Korea 
 
*Details to be announced. 

 
Session 203 (D24) (13:10-15:25) 
(Pre-organized Panel 2) Encountering and 
Confrontation of Political Regime Theories with 
Case Studies in the Middle Eastern Studies 
Organizer: Shingo HAMANAKA (Yamagata U) 
 
Shingo HAMANAKA (Yamagata U) 

 Encountering of a Political Development 
Theory with Case Studies of Middle Eastern 
Politics: Israel, Egypt, and Turkey 

FUKUTOMI Mitsuhisa (Middle East Research 
Institute of Japan) 
 Election, Democratization, Consolidation: 
Equilibrium toward Autocracy in the Middle East 
and North Africa 

IMAI Makoto (Keio U) 
 Political Pacts and the Persistence of 
Authoritarian Regimes: Egyptian and Middle 
Eastern Lessons from Comparative-Historical- 
Social-Scientific Approach 
 

Session 204 (D31) 
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15:40-17:00 MIZOBUCHI Masaki (Sophia U) 
 Hizbullah’s Revolutionary Ideology and 
Transition of Framing Process in Lebanon: 
Dynamics of Contention and the Strategic 
Dilemma 

YAMAO Dai (Kyoto U) 
 Transformation of Revolutionary Ideologies 
among the Iraqi Islamic Parties in the 1980s 

KURODA Kenji (Kyoto U) 
 The Institution of Hawza al-‘Ilmiya and Marji’ 
al-Taqlid in Post-Khomeini Period: Centering on 
the Field-Work in Qom 

 
Session 205 (D32) 
Aiko NISHIKIDA (Tokyo U of Foreign Studies, 

Research Institute for Languages and Cultures of 
Asia and Africa) 

 Legal Status of the Naturalized Palestinians in 
Lebanon 

HOSODA Kazue (Chuo U) 
 Hebrew Literature written by Paletinian Arabs: 
Focus on Anton Shammas’ Arabesques 

TOBINA Hiromi (Kyoto U) 
 Israeli Occupation Policy and Palestinian 
Strategy to Survive It in Jerusalem: A Case Study 
of House Demolition and Construction 

 
Session 206 (D32) 
Hiroaki ITO (Tokyo U of Foreign Studies) 

 The Emergence of Religious Conservatism in 
the Early Turkish Republic 

Yoko UNO (Institute of International and Cultural 
Studies, Tsuda College) 
 Oppositions and Diplomacy in Turkish Grand 
National Assembly: Focusing on Arguments 
against the Treaty of Lausanne (1923) 

Kimiyo YAMASHITA (Tokyo U of Foreign 
Studies) 
 The Cultural Background of the Kocatepe 
Mosque in Ankara: The Impact of the “Ayasofya 
Dispute” 

 
Session 207 (D34) 
DAIKUHARA Katsura (Japan Center for 

International Finance) 
 Oil Boom and Structural Changes in the Middle 
Eastern Oil Exporting Countries 

Bukhary Essam (U of Tokyo)  
 Brain Drain and Brain Gain in the Arab World: 
Present Issues and Future Perspectives 

WAKE Taiji (National Women’s Education Center, 
Japan) 
 Development of Higher Education in Gulf 
States: Globalization and Higher Education   

 
 

AFTERNOON SESSION II 

Session 302 (D23) (15:40-17:10) 
 
JAMES-KAMES SPECIAL SESSION II* 
 (IN ENGLISH)  Moderator: Michael PENN 

(Shingetsu Institute) 
 
*Details to be announced 
 
 
Session 303 (D24) 
KITAZAWA Yoshiyuki (Kyoto Sangyo U) 

 The Features of the Election of 15th General 
Election of Jordan 

AOYAMA Hiroyuki (Tokyo U of Foreign Stuides); 
TAKAOKA Yutaka (Middle East Research 
Institute of Japan) 
 National Poll Survey in the Syrian Arab 
Republic (2007): Political Perceptions of the 
Syrians in the Survey Results 

 
Session 304 (D31) 
MARUYAMA Daisuke (Kyoto U) 

 The Theory on Wali in Sunnite Theology 
MOTEKI Akashi (Sophia U) 

 The Mihna (Trial) of Imam Shafi‘i: Knowledge, 
Lineage and Holiness 

 
Session 305 (D32) 
HASEBE Kiyohiko (U of Tokyo) 

 On a Consultative Body in the Modern Ottoman 
Empire: A Case of the Department of Education 
of the Council of State 

SASAKI Shin (U of Tokyo) 
 The Ottoman Empire and Franco-Prussian War: 
Effects of the Changes of European International 
Situations on Pan-Islamism in the Ottoman 
Empire 

 
Session 306 (D33) 
KOUKAKI Aya (Tokyo U of Foreign Studies) 

 Islamic Faction’s Views on Laiklik in 
Contemporary Turkey: a Position of Fethullah 
Gulen  

WAKAMATSU Hiroki (Sophia U) 
 The “Sunnitized” Alevi Communities in 
Turkey: In the Case of Kutahya 

 
Session 307 (D34) 
NAGAOKA Shinsuke (Kyoto U) 

 Issues on Intertemporal Transactions in Islamic 
Finance: Theoretical Implications and Practical 
Impacts 

KAMIYAMA Hajime (Hitotsubashi U) 
 The Trends of Research on the Islamic Banking 
and Finance: Around Risk Analysis of the 
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Islamic Banks 
 

参加費等 FEES (Deadline for Pre-registration April 18, 2008) 
参加費：¥1000  Registration Fee 
懇親会費：¥5000  Reception（学生会員は¥4000 for student members） 
2 日目弁当代：¥1000  Lunch Box for Second Day 
 
振込先： 
郵便振替口座 Postal Transfer Account 口座番号 00100-4-762515 
口座名称 日本中東学会第２４回年次大会実行委員会 JAMES 24th Annual Meeting Organizing Committee 

 
 
 

ホテルのご案内 HOTELS 
 

「日本中東学会第 24 回年次大会」大会特別料金 CONVENTION RATE 
 

 ホテル名 料金（サ・税込み） 

S=シングル、T=ツイン

TEL/FAX メール・HP アドレス／アクセス 

1 グランパークホテル 

エクセル千葉 Grand 

Park Ex Chiba 

S\6,300/T\11,750 043-251-4123 

043-255-4333(F)

 

http://www.grandpark-ex.jp/chiba/ 
JR 千葉駅よりバス 12 分 

12 min by bus from Chiba Station 
S\6,825/T\12,800  

（朝食付） 

2 千葉ワシントンホテ

ル  

Chiba Washington 

Hotel 

S\6,000/ 

T\5,500（1 人当り）

043-222-4511 

043-225-9581(F)

 

Email: webmaster@chiba-wh.com 
http://www.chiba-wh.com/ 
JR 千葉駅東口より徒歩 3 分 

3 min walk from Chiba Station East Exit

S\7,000/T\6,500（1

人当り）（朝食付）

3 バーディホテル千葉

Birdie Hotel Chiba 
S\5,800 043-248-5551 

043-248-6233(F)

 

http://www.birdie.co.jp/ 
JR 千葉駅西口から徒歩 1 分 

1 min walk from Chiba Station West Exit

S\6,200（朝食付）

4 パールホテル千葉 

Pearl Hotel Chiba 
S\5,250/T\8,400 043-247-8080 

043-246-6177(F)

 

Email: chiba@pearlhotel.co.jp 
http://pearlhotels.jp/ 
JR 千葉駅東口より徒歩 7 分 

7 min walk from Chiba Station East Exit

S\6,050/T\10,000  

（朝食付） 

5 ホテルルートイン千

葉 Route Inn Chiba

設定予定 043-201-1160 

043-201-1140(F)

http://www.route-inn.co.jp/ 
search/hotel/index.php?hotel_id=50 
JR 千葉駅東口より徒歩１2 分 

12 min walk from Chiba Station East Exit 
6 三井ガーデンホテ

ル千葉 Mitsui 

Garden Hotel 

S\7,200/T\12,000 043-224-1131 

043-224-1156(F)

Email: chi_front@gardenhotels.co.jp 
http://www.gardenhotels.co.jp/ 
JR 千葉駅東口より徒歩 7 分 

7 min walk from Chiba Station East Exit

S\8,250/T\14,100   

（朝食付） 

注① 上記宿泊料金は基本的に 1 泊サービス料込み・税金込みで提示してあります。客室等の内容は

各ホテルのホームページをご確認ください。 
注② 上記料金は 2008 年 5 月 24 日（土）～5 月 25 日（日）の、「日本中東学会第 24 回年次大会」に参

加される方向け料金です。 
注③ 宿泊予約は直接ホテル担当者へ電話、ＦＡＸ又はメールにて、「日本中東学会第24回年次大会」

参加を明示した上でお申し込みください。 
Please call, fax or email the hotels directly and notify them you are a participant of the JAMES Meeting.



千葉大学西千葉キャンパス案内 Chiba University Nishi-Chiba Campus 
 

 

生協カフェテリア 
COOP Cafeteria 

F 号館 
F-Building 

D 号館 
D-Building 

南門 
South Gate 

けやき会館 
Keyaki Hall 

正門 Main Gate 

京成線みどり台駅 
Midoridai St. (Keisei Line) 

JR 総武線西千葉駅 
Nishi-Chiba St. (JR 
Sobu-Line) 

 

 

D 号館・F号館教室配置図 D -Building and F-Building (Sunday, May 25) 
 

 
託児所（2 日目） 
Day Nursery (2. day)* 

受付（２日目） 
Registration (2.day) 

 
 
 
*1 日目の託児所は、けやき会館 2 階和室に開設される予定です。 
*Day Nursery is to be located in the Keyaki Hall (2. floor) on the first day. 
◆2 日目は学内の食堂・売店が閉店します。弁当を事前に購入されていない方は、正門外のレス

トラン、コンビニをご利用下さい。 
*No shops open in the campus on the 2nd day. Please buy a lunchbox beforehand or find restaurants or 
convenience stores outside. 
 

日本中東学会第 24 回年次大会実行委員会  
JAMES 24th Annual Meeting Organizing Committee 
委員長：栗田禎子  Chair: Yoshiko KURITA 
事務局長：秋葉淳  Secretary-General: Jun AKIBA 
委員：石田憲、石田靖夫、上村清雄、小沢弘明、千代崎未央〔以上、千葉大学〕、 
   赤堀雅幸、岩崎葉子、私市正年、鈴木均、福田安志、水口章、吉田京子 
〒263−8522 千葉市稲毛区弥生町1−33 千葉大学文学部史学科秋葉淳研究室 
     TEL＆FAX: 043−290−3630 Email: james2008@L.chiba-u.ac.jp 
c/o J. Akiba, Chiba Univ. Fac. Letters, 1-33 Yayoi-cho, Inage-ku, Chiba-shi 263-8522 
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